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2023年 8月 31日 

三菱 UFJ 信託銀行株式会社 

株 式 会 社 G i n c o 

本邦初の信託銀行本体による「暗号資産信託」提供に向けた 

共同検討開始について 

三菱 UFJ信託銀行株式会社（取締役社長:長島
ながしま

 巌
いわお

、以下 三菱 UFJ信託銀行）、株式会社 Ginco（代

表取締役:森川
もりかわ

 夢佑斗
む う と

、以下 Ginco）は、本邦初となる信託銀行本体による「暗号資産信託」の提供

に向けて協業を開始いたしました。 

本協業による具体的なサービスの 1 つとして、日本がトークン（暗号資産）発行市場として健全

かつ魅力的な環境となることを目的に、トークン発行体にとって適切な税制の適用と機関投資家に

よるトークン投資が可能なスキームの実現を図ります。 

１．背景と目的 

三菱 UFJ 信託銀行では、デジタルアセット全般の発行・管理基盤である「Progmat（プログマ）」

の開発に先駆けて、「仮想通貨（当時）」に係る規制を定めた資金決済法の施行（2017年 4 月）に合

わせ、暗号資産を対象とした信託サービスについて具体化し、特許*1を 2件取得しています。 

2018 年に発生した流出事件を契機とした一連の規制強化により、信託銀行を含む銀行本体では暗

号資産を対象とした業務を行うことは禁止され、信託銀行における暗号資産の信託についても提供

できない状況が続いていました。 

海外では、機関投資家を対象とした暗号資産のカストディ（預り）サービス提供が開始されてい

く中、2022年 10月施行の「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律施行規則（以下、兼営法施行

規則）」改正により、日本においても信託銀行本体によるカストディ業務提供が可能になりました。 

併せて、トークン（暗号資産）を自ら発行し保有する法人について、当該トークン（暗号資産）に

係る期末時価評価および未実現利益に対する課税の虞があった日本特有の市場環境に対し、トーク

ン発行体の海外流出を防ぐ観点から、2022 年 12 月に閣議決定された「税制改正の大綱」及び 2023
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年 6 月国税庁発出の「法令解釈通達」により、一定の要件を満たす信託の信託財産となっている暗

号資産について、期末時価評価の対象から外れることが確定しています。 

Gincoでは、Web3産業が発展するには、法人・個人を問わず誰もが安心安全にデジタルアセット

を利用できる環境を整備する必要があるとの課題認識のもと、デジタルアセットを取り扱う企業向

けにWeb3のインフラを提供してきました。 

特に暗号資産交換業者など金融機関が利用する業務用暗号資産ウォレット「Ginco Enterprise 

Wallet」は国内トップの導入シェアを誇ります。（2022年 Ginco調べ）。 

本協業は、こうした市場環境の着実な整備に呼応し、約 6 年前より本領域における信託サービス

提供に向けた調整を続けてきた三菱 UFJ信託銀行と、国内導入シェア No.1の業務用暗号資産ウォレ

ットを提供する Ginco との協業により、トークン発行体にとって適切な税制の適用と、機関投資家

によるトークン投資が可能なスキームを提供することで、日本がトークン発行市場として健全かつ

魅力的な環境となることを目的としています。 

２．各社の役割分担 

本協業における、三菱 UFJ 信託銀行と Gincoの役割分担は以下のとおりです。 

社名 役割 

三菱 UFJ信託銀行 ・「暗号資産信託」のスキーム開発 

・「暗号資産信託」における受託者としての信託業務提供 

・信託対象トークン（暗号資産）のカストディ（秘密鍵管理等） 

Ginco ・業務用暗号資産ウォレット「Ginco Enterprise Wallet」の機能提供 

・パブリックブロックチェーン上のトークン（暗号資産）管理に必要な技

術知見提供 

３．想定スキーム概要とポイント 

スキームとして、以下のように想定しています。 

(1) トークン発行体用暗号資産信託（川上信託） 

【委 託 者】 トークン発行体 

【受 託 者】 三菱 UFJ信託銀行 

【信 託 財 産】 トークン発行体が新たに発行し自ら保有するトークン（暗号資産） 

【受 益 者】 トークン発行体 

【メ リ ッ ト】 トークン発行体は、自社保有期間中に期末時価評価対象外の適用を受けつつ、 

川下信託へ円滑に移行できることで、機関投資家を誘引できる 

(2) 機関投資家用暗号資産信託（川下信託） 

【委 託 者】 トークン発行体 

【受 託 者】 三菱 UFJ信託銀行 

【信 託 財 産】 機関投資家に帰属する、ベスティング（権利確定）後のトークン（暗号資産） 

【受 益 者】 トークン投資を行い権利が確定した機関投資家 

【メ リ ッ ト】 機関投資家は、トークン（暗号資産）を直接保有/管理せず、投資可能になる*2 
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３．今後の予定 

2023 年度中の商用化を目標に、以下の関係者が共同検討に参加し、必要な関係当局との手続完了

及び対象となるトークンのベスティング（権利確定）に合わせた社会実装を目指します。 

＜共同検討参加者＞ 

項目 内容 

事務局 ・三菱 UFJ 信託銀行株式会社 

共同検討参加者 ・以下の 9 社（五十音順） 

① IVC（Infinity Ventures Crypto） 

② 株式会社 MTG Ventures 

③ 株式会社 Ginco 

④ THE SEED 

⑤ 新生企業投資株式会社 

⑥ D4V（Design for Ventures） 

⑦ B Dash Ventures 株式会社 

⑧ 株式会社フィナンシェ（「FNCT」発行体） 

⑨ Headline Asia 

以 上 

*1-1 「仮想通貨保全システム」（出願受付:2017年 12 月 11 日、文献番号:特開 2019-105903） 

*1-2 「仮想通貨クリアリングシステム」（出願受付:2018 年 4 月 24 日、文献番号:特開 2019-191876） 

*2 投資事業有限責任組合の投資対象は、株式、新株予約権、社債、貸付債権、匿名組合出資、工業的所有権、投

資事業有限責任組合出資等と定義され、信託受益権ではなく暗号資産そのものを主な投資対象とすることは出

来ないと考えられる（投資事業有限責任組合法 3 条 1 項） 

トークン発行体用暗号資産信託（川上信託） 機関投資家用暗号資産信託（川下信託）

トークン発行体
委

三菱UFJ信託銀行
託

機関投資家×N
受

トークン
(暗号資産)

受益権

受益権

信託設定
(トークン拠出)

受益権×N

償還(換金)請求

償還(金銭)

流通市場/交換業者

1 2

3

売却

4

換金

5

6

トークン発行体
委

三菱UFJ信託銀行
託

トークン
(暗号資産)

受益権

信託設定
(トークン拠出)

1

取引受益権

受

受益権 2

3

4

1

2

償還請求3

償還
(トークン返却)

4

自社保有終了分につき
スキーム切替

*1 *2

委 暗号資産信託委託者 託 同受託者 受 同受益者【凡例】

*1 国税庁「法令解釈通達」に定める「期末時価評価

対象外となる要件」を満たす信託の内容とする

*2 償還時の信託財産の処分(売却/換金)に

つき、受託者の裁量が残らない設計とする

委 暗号資産信託委託者 託 同受託者 受 同受益者【凡例】
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◆三菱 UFJ信託銀行株式会社について 

所 在 地 ： 〒100-8212 東京都千代田区丸の内 1丁目 4番 5号 

代 表 者 ： 取締役社長 長島
ながしま

 巌
いわお

 

設 立 ： 1927年 3月 10日 

U R L ： https://www.tr.mufg.jp/ 

 

◆株式会社 Ginco について 

Gincoは、「経済のめぐりを変えていく」をビジョンに掲げ、ブロックチェーン技術を活用し、企

業の Web3 事業を支援する Web3 Development Company です。エンタープライズ向けにより早

く、より安全に、より費用対効果が高いブロックチェーン活用を実現するインフラを提供していま

す。特にウォレットやノードの分野で国内トップの提供実績を誇ります。 

所 在 地 ： 〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3丁目 27番 4号 

代 表 者 ： 代表取締役 森川
もりかわ

 夢佑斗
む う と

 

設 立 ： 2017年 12月 21日 

U R L ： https://ginco.co.jp/ 

◆三菱 UFJ信託銀行の「デジタルアセット事業全体像」と本件の位置づけについて 

原簿管理者

仲介者(直接管理)

発行体/AM

デジタルアセット発行・管理プラットフォーム「Progmat」

仲介者(直接管理)

発行体(直接管理)

カストディアン

仲介者

原簿管理者

発行体/AM

権利者 権利者 権利者

カストディアン

仲介者

受託者

発行体

権利者

暗号資産インフラ

流
通
領
域

発
行
領
域

イ
ン
フ
ラ

1

2

「Progmat」の独立会社化(ナショナルインフラ化)

デ
ジ
タ
ル
ア
セ
ッ
ト･

カ
ス
ト
デ
ィ(

種
類/

残
高
拡
大)

:Progmat提供 :第三者提供:MUTB提供(凡例)

各種技術パートナー(順次公表)

CryptoST・UT・SC

https://www.tr.mufg.jp/
https://ginco.co.jp/

